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1 こども教育学部こども教育学科  
2 愛知教育大学  
3 愛知教育大学非常勤講師 
4 中部大学生命健康科学部 
5 元中部学院大学看護リハビリテーション学部  
6 愛知総合看護福祉専門学校  
183
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第２号 2019 






































人文科学・社会科学編 第２号 2019 


















１）シミュレータを用いた A 児の観察をすることができる 
２）観察した情報から初期対応の優先度を決定することができる 
３）A 児の対応ができる 
４）シミュレータを用いた A 児の経過を観察することができる 
５）リフレクションシートで自己の振り返りができる 
11．児の情報 
 氏名：A 児 
 年齢（学年）：７歳（小学一年生）（2011 年５月５日生まれ） 
身長 115 ㎝、体重 20 ㎏（2018 年７月測定） 
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アナフィラキシーショック時･･･エピペン ®0.15 ㎎（筋肉注射） 
 かかりつけ医：○○クリニック、救急車が到着する時間は連絡をしてから到着まで約８分 
12．シミュレーション課題 
あなたは養護教諭です。学校には養護教諭は１人です。現在 12 時 40 分です。保健室には他の児童
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発症様式 給食を食べ終わった後の 12 時 40 分に、「咳が出て、なんか変」と訴え、
保健室に１人で来室。 
時間経過 開始から４分 30 秒後より、徐々に回復。5 分でシーン B に切り替わる。
５分間経過しても、エピペン ®を投与しない場合は、エピペン ®を投与する
ように伝える。それまでにエピペン ®投与があれば、すぐさまシーン B に
オペレータが切り替える。 










エピペン ®投与の経験 「ない」と答える。 
確認や協力、同意について 「うん」と答える。 
エピペン ®投与後の変化 「少し楽になった」と答える。 
表５ 高機能シミュレータ設定条件 
 開始時 エピペン ®投与後 
脈拍 120 回/分（頻脈） 106 回/分（整脈） 
呼吸回数 28 回/分（笛声音） 24 回/分（喘鳴無） 
呼吸音 連続性高張性副雑音 粗い断続性副雑音 
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体温 37.2℃ 37.0℃ 
血圧 88/44 ㎜ Hg 93/48 ㎜ Hg 
SpO2 SpO2 93% SpO2 95% 
顔色 紅潮 紅潮 






































人文科学・社会科学編 第２号 2019 



















































人文科学・社会科学編 第２号 2019 

















































人文科学・社会科学編 第２号 2019 






































人文科学・社会科学編 第２号 2019 











演録より 臨床判断モデルの概要と、基礎教育での活用，看護教育，57(9)：700-706.  
14）阿部幸恵（2013）：臨床実践力を育てる！ 看護のためのシミュレーション教育，医学
書院 
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Development of an Educational Program Using  
a High-Performance Patient Simulator 
The Second Report 
― Food Anaphylaxis Correspondence for Yogo-Teachers ― 
 
Mayuko OGAWA，Hiromi FUKUDA，Noriko FUJII ， 
Saeko HAYASHI，Hiroko MIO，Masako MIZUNO 
 
Abstract 
The prevalence of allergic conditions in child students increases, and the way school 
hygiene corresponds to modern health problems of child students, such as allergic 
diseases, is covered in this paper. The needs of the child demands a great deal of 
training from the early childhood teacher. Simulation education is one of the best 
education methods to develop skills when an emergency takes place for the Yogo-
Teacher. Therefore, in this report, it is suggested that in the food education program of 
the Yogo-Teacher a high-performance patient simulator for anaphylaxis is used. In 
addition, it is necessary to improve the program. Program must be dealt with, to help 
future Yogo-Teachers. The Yogo-Teacher must be a leader him/herself to improve. 
 
Keyword 
Yogo-Teacher, Simulation Education, Food Anaphylaxis Correspondence,  
High-Performance Patient Simulator, Program Development 
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